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はじめに   

金沢大学留学生センター日本語研修コースl）では，金沢大学に在籍する日本人学生か  

らボランティア・チューターを募集して，留学生のための日本事情紹介と日本語学習支  

援を目的とした活動を週1回開催している。これは，学部や学年を問わずに希望する日  

本人学生が，ボランティア・チューターとして留学生の教室を週1回訪れ，留学生と共  

に何らかの活動をしたり，話をしたり，あるいは留学生の日本語学習の手伝いをする，  

という活動である。この活動は，日本語研修コースが初めて開講した平成7年の第1斯  

から現在平成10年の第7期までずっと継続しており，その都度，募集方法や活動内容  

なども改良しながら，一定の成果を上げてきた2）。   

しかし，留学生と日本人学生双方にとって，ボランティア■チューターの活動への参加  

が意味あるものになるためには，まだ改良する点が多く残っている。特に，ボランティ  

ア・チューターの日本人学生の積極的な参加と，さまざまな経験の蓄積は欠かせないも  

のであるが，何期にも渡って参加する学生もいれば，すぐにやめてしまう学生もいる。   

そこで，本稿では，これまでこの活動に参加した日本人学生に対するアンケートから，  

どのような学生がどのような動機で参加したか，また，外国人と話すときの日本語に対  

する考え方などの特徴を調査し，今後のボランティア・チューター活動の運営や指導の  

指針とするものである。  

Ⅰ．ボランティア・チューターの活動の概要   

まずはじめに，ボランティア・チューターの活動の目的について述べ，次に，対象と  

なった留学生の属性について簡単に示す。その後で，日本語研修コースにおけるボラン  

ティア・チューターの活動の概要について述べるが，前述したように，第1期から現在  

の7期に至るまで，募菓方法や活動内容には多少の違いがある。その点にも触れながら，  
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を使用するので，活動の概要も第6期までのものを取り上げる。  
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1．ボランティア■チューターの活動の目的   

日本語研修コースに在籍する留学生は，それぞれの受け入れ大学に配属されるまでは，  

毎日1限から4限まで，6か月間に渡ってずっと日本語の授業に出席しなければならな  

い。その間顔を合わせるのは，日本語教師と留学生仰臥 そして留学生課の担当者だけ  

という状態であり，日本人と付き合いたいと思っても，研究室や授業で出会うというこ  

ともない。またそのような状況では，せっかく授業で習った日本語を使ってみるための  

機会がないということになる。翻って，日本人学生にとっては，留学生と話してみたい  

と思っていても，なかなかそういったチャンスが少ない。   

そこで，日本語研修コースでは，留学生と日本人学生が交流する場を設けており，そ  

れがこのボランティア・チューターの活動である。この活動の目的は，先に述べたよう  

に，留学生に対しては，じかに日本事情を知ったり日本語を使うための機会を提供する  

ということである。一方，日本人学生に対しては，留学生と知り合ったり，諸外国の情  

報を得たりする機会を提供するだけでなく，日頃母語として何気なく話している日本語  

を客観的に見たり，また，語学教師を目指す学生には留学生の前に立つ機会を与える，  

という目的もある。  

2．対象となる留学生の属性   

ボランティア・チューターの活動の対象となる留学生は，日本語研修コースに在籍す  

る国費留学生で，日本語学習の経験があまりない学生が中心となっている。  

1斯から6期まで，対象となった留学生は5，9，9，15，18，9名，計55名であった。   

次に，留学生の性別や年齢などの属性について，表1に示した。  

表1留学生の属性  

性 別  年 齢   留学生の種類   専門分野   

男性 37人  平均 28．9歳  研究留学生37人  文系19人（34．5％）   

（67．3％）  
（67．3％）  

理系 33人（60．0％）   

女性18人   （21歳から  
教員研修生18人  

その他（芸術系や体育系など）   

（32．7％）   35歳まで）  
（32．7％）  

3人（5．5％）   

合 計 55人  

まず，性別では，男性が37名（67．3％）と，女性に比べて多い。また年齢は，21歳  

から35歳までで，平均28．9歳であった。  
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日本語研修コースに在籍する留学生は，大学院などでの研究を目的とする研究留学生  

と，自国ですでに現役の教員である留学生が，日本の大学で学校教育について研究を行  

うことを目的とする教員研修生に分れる。この研究留学生と教員研修生の内訳は，研究  

留学生が37名（67．3％），教員研修生が18名（32．7％）である。これは留学生のうち，  

少なくとも約3分の1が，自国では教員であるということになる。   

また，留学生の専門分野では，工学などの理系の学生が60％を占めており，文系は  

34．5％にとどまっていることがわかる。文系の中では，法学や経済学，国際関係学といっ  

た分野が大半を占めている。   

次に，国籍の地域別の分布を表2に示す。  

表2 留学生の国籍  （人）  

アジア  オセアニア 北米  中南米  西欧  東欧   中近東  アフリカ 合計  

O 
（5％，（3．％， （16％，（1．％，（5．％，（1。％，（5．％，  

55   

アジアの留学生が55名中31名（56．4％）と多く，次に中南米の学生が9名（16．4％）  

と続いている。アジアの留学生の国籍は，タイ，インドネシア，フィリピンなどが多い。  

3．各期ごとのボランティア・チューターの募集方法と活動の内容   

ここでは，活動の概要について，各期ごとに述べていく。   

（1）第1期（1995年10月～1996年3月）  

募集：口コミで言語学などを専攻する学生に依頼するという方法を取った。  

内容：主に日本語学習に遅れがある留学生を中心に，学習した日本語項目の復習  

や宿題を個人指導したり，話し相手になるという形をとった。   

（2）第2期（1996年4月～1996年9月）  

募集：口コミの他，学内と学生賛の数箇所にポスターを貼った。  

内容：日本人学生の交流の時間と個人指導の時間の両方を行った。交流の時間に  

は，自己紹介を行った後，日本人学生がゲーム（ひらがなのかるたなど）  
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したあとに，適宜，留学生の宿題を手伝ったり，話し相手になるという活  

動を行った。  
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（3）第3期（1996年10月～1997年3月）   

募集：特に新たな募菓を行わず，1期や2期からの継続の学生や，口コミで参加  

を希望した学生を中心に活動をした。   

内容：こカtまでの教師主導の活動をやめて，日本語教師を目指す学生が中心と  

なって，ゲーム（ひらがなのかるたや折り紙 伝言ゲームなど）や歌，日本  

語教科書の音読の指導を行った。  

桓）第4期（1997年4月～1997年9月）   

募粟：学内や学生賛にポスターを掲示した他に，口コミなどでも参加学生を募集  

した。これまでに参加していた学生で継続した学生も数名いた。   

内容：参加学生の中から企画係を募り，その学生たちを中心に，折り紙，早口言  

葉，伝言ゲーム，歌などの活動を行った。企画を担当した学生に対しては，  

活動の前後に担当の日本語教師が指導を行った。  

（5）第5期（1997年10月～1998年3月）   

募集：ポスター掲示の他に，第4期に登録した学生を中心に案内状を送付したり，  

「日本事情」「日本語教授法」を担当している教官に依頼して，募集を行った。   

内容：第4期と同様，企画係の学生を決めて，活動案を考えた。担当の教師の指  

導に加えて，月1回，日本人ボランティア■チューターと担当教師のミー  

ティングを設け，問題点や新しい企画案などの話し合いをした。その話し  

合いの中から，「ShowandTell」方式で，日本人学生，留学生がそれぞれ  

自分の国について短いスピーチをする活動案などが，新たに始まった。ま  

た担当教師が，日本人学生に対して，留学生に伝わりやすい日本語につい  

てや，具体的な問題点の事例について，指導を行った。  

（6）第6期（1998年4月～1998年9月）   

募集：第5期と同様，ポスター掲示の他に，これまで登録していた学生に案内状  

を送付したり，「日本事情」「日本語教授法」を担当している教官に依頼し  

て，募集を行った。   

内容：参加している日本人学生に二人ぐらいのグループを作らせ，各グループで  

交替で活動を担当することにした。具体的には，折り紙，地名ゲーム，ジェ  

スチャーゲーム，漢字神経衰弱，七夕，などを行った。また日本人学生と  
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反省や新しい案などについて話し合った。  
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ⅠⅠ．調査の目的と方法  

1．調査の目的   

ボランティア・チューターの活動に参加した日本人学生に対して，アンケート調査を  

行い，学生の属性や参加した動隠 日本語に対する意識などを探ることを目的とする。  

乙 調査の方法   

調査は，筆記アンケート方式を取り，ボランティア・チューターの活動に参加した日  

本人学生全員を対象に行った。ただし，この活動ほ正規の授業ではないこともあり，学  

生の出入りが多く，必ずしも全員の人数が把握できていない。また何らかの理由で記入  

しなかった学生，あるいは回収できなかった学生もいる。したがって，正確なアンケー  

ト回収率は出せなかったが，最終的には88名のアンケートを回収することができた。   

実施方法と時期は，ボランティア・チューター活動の最初の説明会か第1回目，第2  

回目の活動日に調査票を配布し，原則として，その場で記入してもらい，その後回収した。   

なお，調査に用いたアンケートは，資料として論文末に掲載した。  

Ⅲ．調査の結果と考察  

1．ボランティア・チューターの活動に参加した日本人学生の属性   

ボランティア・チューターとして参加する学生は，圧倒的に女性が多かった3）（表3）。  

また，ボランティア・チューターは，学部2年生と3年生の学生が全体の半数以上を占  

めており，平均年齢は20．5歳であった。学生の専門分野は，文系が4分の3を占めた。  

表3 ボランティア・チューターの属性  

性 別  年 齢   学 年   専門分野   学 部   

1年生13人（14．8％）  
文・語・社会29人位3．0％）  

男性 24人 平均 20．5歳   2年生21人（23．9％）  文系 67人   法・経 

（27．3％）   3年生 29人（33．0％）  
18人位O．5％）  

（18歳から  4年生16人（18．2％）   
教育 20人¢2．7％）  

理  6人（6．8％）  

工  7人（8．0％）  
（■／Z．丁プ6ノ  その他 1人（1．1％）  

不明 1人（1．1％）  

（23．9％）  
医・保健   8人（9．1％）  

合計 88人  
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さて，これらのボランティア・チューターの属性と，表1で示した留学生の属性とを  

比べると，次のような特徴が見られる。   

まず，性別については，留学生では男性の方が全体の70％近くを占めているのに対  

し，ボランティア・チューターでは，女性の方が70％以上を占めている。また年齢に  

ついて，研修コースに在籍する留学生は，それぞれの国で大学の学部や大学院を終えて  

から，あるいは教職や研究職を中断して来日し，日本で大学院の修士課程や博士課程で  

学ぶために日本語を勉強している訳だが，そういった留学生たちの年齢は最も若くても  

21歳で，平均はおよそ29歳である。一方，ボランティア・チューターの日本人学生の  

平均年齢20．5歳で，留学生の平均年齢とはかなり開きがある。やむを得ないこととは  

言え，活動の内容や興味の対象などに食い違いが出てくることもある4）。   

興味の対象ということに直接関わりがあるかどうかはわからないが，ボランティア・  

チューターと留学生とでは，専門分野にも違いが見られる。ボランティア・チューター  

の専門は文系が多く，その中でも文学，語学，史学などが多い。理工系の学生は，実験  

などで忙しく時間がないこと，工学部や医学部のキャンパスが離れていることなどのた  

め，少ない。一方，留学生では，文系の学生は少なく，理工系の学生が大半を占めてい  

る。このような点からも，ボランティア・チューターの活動に工夫が必要であることが  

わかる。  

2．ボランティア・チューターの参加年と継続状況   

次に，ボランティア・チューターの参加年と継続状況について，表4に示した。  

表4 参加年と継続の状況  （人）  

参加年  すぐやめた   1期間継続  2期間以上継続  合計  

1995年後期（1期）  1  1＊  

1996年（2．3期）  4  5  6  15  

1997年前期（4期）  25  21  4  50  

1997年後期（5期）  2  3  2  7  

1998年前期（6期）  3  8  4  15  

合計  34  37  17  88  

＊1期の合計が1人となっているが，これは1期のボランティア・チューターの合計が1人という意味で  

はない。1期には，ボランティア・チューターの活動形態がまだ定まっていなかったので，ボランティ  

ア・チューターとして参加した学生全員にアンケート調査をすることができなかったためである。  
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表4で参加年というのは，学生が初めて参加した年のことで，参加状況は，「すぐに  

やめた」，「1期間継続」，「2期間以上継続」の3つに分類した。なお，1期間というのは  

研修コースの開催期間に対応し，半年間を指す。   

ここで特徴的なのは，4期のボランティア・チューターである。登録した学生の  

42％が1期の間活動したが，2期以上継続した学生は，8％と少なかった。また，すぐ  

やめてしまった学生は50％であった。4期には，他の期に比べて，大勢の学生がボラ  

ンティア・チューターとして応募してきて，大勢の学生がすぐにやめていることがわか  

る（ズ2検定，p＜0．1）5）。他の期では，それほど多くの学生が応募してはこないが，  

すぐにやめてしまう学生よりも，1期以上継続する学生の方が多い。この原因として考  

えられるのは，4期では，留学生の数が比較的多く，またこのボランティア・チューター  

の活動の枠組みが次第にはっきりしてきたこともあって，学内の募菓の掲示を積極的に  

するようになったこと，また掲示したポスターに「異文化体験をしませんか」，「英語も  

話せます」といった文言を入れたことなどが考えられる。そのため，外国や外国人など  

に興味のある学生が一度に集まったが，実際にボランティア・チューターの活動に参加  

してみると，期待していた活動内容とは違ったために，間もなく活動に参加するのをや  

めたのではないかと考えられる。   

なお，ボランティア・チューターが活動を継続する要因については，6．でもう一度，  

考察することにする。  

3．ボランティア・チューターの志望動機とこの活動に期待すること   

志望動機を選択肢で，この活動に期待することを自由記述で回答してもらった。  

「留学生と交流したい」（74名）ということと，「言葉に興味がある」（54名）というの  

が，大きい動機になっていることがわかる（表5）。自分の所属する研究室に留学生がい  

たりしない限り，留学生との交流の場というのはありそうでないため，話をしてみたい  

という気持ちが強いのであろう。   

また，「言葉に興味がある」と答えた学生のうち，最も多かったのは「英語の練習に」  

（26名）という回答で，「言語一般に」（21名），「日本語」（20名），「特定の言語」（8名）  

に比べると多い。   

一方，「何となく」と答えた学生はほとんど皆無であったことを考えると，ボランティ  

ア・チューターの学生は，「留学生と交流する」ことや「言葉への興味」といった，確  

固たる動機をもって，参加してくることが窺われる。  
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表5 ボランティア・チューターの志望動機  

（88人中 複数回答可）  

志望動機  人（％）  

言葉に興味がある  54（61．4％）  

言語一般に興味がある  21（23．9％）  

日本語に興味がある  20（22．7％）  

英語の練習  26（29．5％）  

特定の言缶に興味がある  8（9．1％）  

留学生と交流したい  74（84．1％）  

自分も留学したい  21（23．9％）  

眞文化体験という言責に引かれて  25（28．4％）  

日本語の授業に興味がある  12（13．6％）  

何となく  1（1．1％）  

無回答  4（4．5％）   

ボランティア・チューターの活動に期待していることを自由記述で回答した67名の  

うちで，一番多いものは，「友達をつくる」ことであった（21名）（表6）。「外国文化に  

親しむ」（18名）「国際交流をする」（17名）がそれに次ぎ，「外国語の習得」（8名）「日  

本語，外国語教育への関心」（5名）はあまり多くなかった。   

これらの結果から，ボランティア・チューターは外国の文化を体現している留学生と  

交流し，友達になりたいと考えていることがわかる。しかし，言葉に興味はあるが，ボ  

ランティア・チューターになってすぐ外国語を習得できるとは考えていない。  

表6 ボランティアーチューターの活動に期待すること（自由記述）  （人）  

友人を 外国文化 国際交流 外国語の 日本語、語学  

つくる  に親しむ  をする  習得  教育への関心  

ホー 
漠然と その他 合計  

21  18  17  8  5  3  1  5  67  

4．ボランティア■チューターの海外居住歴や外国人の友人の有無   

海外居住歴があると答えた学生はあまり多くなく13人（16．0％）（表7），そのほとんど  

は，高校や大学に入ってからの1年程度の留学や，1か月程度のホームステイである。居住  
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国は，アメリカが最も多く，次にイギリスで，他に中国，ベルギー，メキシコなどである。   

外国人の友人については，いると答えた学生が45．7％で，半分弱の学生が外国人の  

友人をすでに持っていることになる。外国人の友人の人数は，海外居住歴がある学生は  

8名ぐらいから多数と答えた者が多く，そのほかの学生は，2，3名が中心のようである。  

また外国人の友人の国籍については，イギリスやアメリカ，またはオーストラリアなど  

の英語圏が多い。   

海外居住歴のある学生はない学生に比較し，外国人の友人がある割合が有意に高い  

（ズ2検定，p＜0．01）  

表7 海外居住歴と外国人の友人の有無  

海外居住歴  

ある人（％）   ない人（％）  合計（％）  

ある人  11  26  37（45．7）  

外国人の友人  

ない人  2  42  44（54．3）  

合計  13（16．0）  68（84．0） 81（100．0）  

5．ボランティア・チューターの語学レベルや語学学習の状況   

ボランティア・チューターほ，自分の語学のレベルをどのように評価しているのだろ  

うか。また，学習経験については，どのような特徴があるのだろうか。それらについて  

まとめたのが，表8，表9，表10である。  

表8 ボランティア・チューターの語学レベルについての自己評価   （人）  

日常会話より  かなり高度に ネイティブ  

やや高度な 話し、書くことが スピーカー 無回答  合計   

程度  できる程度  と同じ程度  

ゼロか サバイバル 日常会話  

挨拶程度  程度  程度  

（6．％，極％，％，（9．％， （1．％，  
O 

（5．％） 
88   

表8によると，ボランティア・チューターは自分の語学レベルを「サバイバル程度」  

ふ、「口′主当，ノ△†享F壬星醇】 レ宴ニーrlヽ：乙′学fヒム言上革レま リザ  一至上手ド至庄一学入サ自イ善心ミ☆、ヱ1－lヽス－ ／J■ lト」「P．乙ヽロト「ニヒ⊥＞こ」  」 一丁′し し V ‾■d T⊥／J t⊂hl・・一′し′し－ し） rl⊂卜し一口ロ‾丁‾l」－F∃口′ノlぺ．ノ’Qノ 」 ∨ ■ ノ し－  

とではなさそうである。   

3．の志望動機のところで明らかになったのは，「留学生と交流したい」と「ことばに  

興味がある」という動機でこのボランティア・チューターに参加する学生が多いという  
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ことであった。そのことと表8の結果を併せて考えてみると，学生たちは，このボラン  

ティア・チューターの活動に参加することで，留学生と交流ができるだけではなく，あ  

まり自信がない語学にとって役に立つかもしれないことを期待しているとも考えられ  

る。しかし，3．でも述べているように，すぐに外国語の習得に結びつけてはいないよう  

である。   

次に表9に，語学を外国人教師に習ったことがあるかどうかについての結果を示した。  

表9 外国人教師による語学教育を受けた経験  （人）  

ある  ない  無回答  合計  

外国人教師による  57  25  6  

詩学教育を受けたことがあるか （64．8％）   （28．4％）  （6．8％）   

6割以上の学生が外国人教師に語学教育を受けたことがあると答えている。そのほと  

んどは大学での語学の授業で，英語が最も多く，他に第2外国語である中国語，ドイツ語，  

フランス語という回答が多かった。外国語教師による語学教育の有無は⊃ ボランティ  

ア・チューターの志望動機や語学レベルの自己判定に影響を及ぼしていなかった。   

一方，表10は，ボランティア・チューターが自ら，語学を他人に教えた経験がある  

か，また今後教えてみたいか，について質問した結果である。  

衰10 ボランティア・チューターの語学教授経験や希望 （人）  

はい  いいえ  無回答  合計  

群を教えた経験があるか 
（5．％，（8％，（4．％， 

88  

将来、語学を教えてみたいか 
（5％，（3％，（1％， 

88  

日本語などを教える方法を  11  73  4   

習ったことがあるか  （12．5％）（83．0％）（4．5％）   

重萎単尤，空陸人→執うナ1文革臨尤，士毒一1丁ドニらヽノキノア．ヰ1＿ノ々＿＝・ ⊂∵タ十アい左、ま nづ乙／九り、   H＝ ▲」 しL ／、lソ1ヽl、‾m′ヽ－′」－lし」‘つノヽ（エ」リ ‾′’、llノ －‾ ／ ′lノ    ノ ー■■■」   ／－   Y⊂h） ＼ノL」 ヽ・【J．ノd、ソ ＝y ヽ’d、V ▼  

（表10）。日本語教授法などを学んだことがある学生は，それに比べるとやや増え11名  

であるが，これも多いとは言えない。しかし，将釆，何らかの形で語学を教えてみたい  

と答えた学生は，半数以上であった。3．でも述べたように，ボランティア・チューター  
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の志望動機には「言葉への興味」が上位に挙がっていたが，単に興味があるというだけ  

ではなく，語学を教えるという仕事への志向にもつながっていると言える。  

6．ボランティア・チューターの活動継続の要因   

上にも述べたように，ボランティア・チューターは，この活動に応募してきて，1期  

以上継続するボランティア・チューターもいれば，すぐにやめてしまう学生もいる。こ  

こでは，長く継続するボランティア・チューターに何か共通の属性があるのかについて，  

考察する。   

まず，性別や学生の所属などによって，継続するかしないかに違いは認められなかった。   

志望動機について見てみると，2期に渡って継続したボランティア・チューターに  

「英語の練習」という回答が多い（ズ2検定とU検定，p＜0．1）。また「異文化体験とい  

う表現に引かれた」という回答も，1期，2期継続した学生に割合が有意に多い（x2検  

定とU検定，p＜0．05）。   

その他の属性について，「外国語を教えた経験がある」と答えたボランティア・チュー  

ターにすぐやめる者はなく，1期以上継続している（ズ2検定とU検定，p＜0．05）。ま  

た統計的には有意ではなかったものの，2期継続した学生に，「外国語を将来教えてみた  

い」と答えたボランティア・チューターの割合が多い。   

以上のことから考えてみると，ボランティア・チューターに応募してくる学生は，漠  

然と留学生と交流したいと考えている学生よりも，言葉への興味，さらには，言葉に関  

する仕事の経験や志向を持つ学生の方が長く継続していることが浮かび上がってくる。  

表現をかえれば，このボランティア・チューターの活動内容は，そういった学生の目的  

に合致していると言うことができる。  

7．ボランティア・チューターの日本語観   

ここでは，ボランティア。チューターが，外国人にとって日本語のどのような点が難  

しいと考えているのかなどについて，述べていく。  

1）外国人に日本語を教えることについて   

まず，表11に，外国人に日本語を教えることと，外国人が日本語を習得することの  

離†∴ミ∧．†一rI′1で  仁陪階三重イi甫あlナ，妊占邑こち言・舌一 六1」 ） ＼－ ▼、‾ 一′ ▼  ヽ－）  ） Tノヽl‾RlJtll叫 じ  ） ′l・一叩＝／1■、（⊥ ′J’′ 0  
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蓑11日本譜教授と日本語習得の難しさ  （人）  

普通  ニ 無回答合計  

0  

882・5  
札．（19％，（5％，（2％）（5．％）  

外を 0  
O 884・0  
（21％，（5％，（2％，（5．％，  

＊「たいへん易しい」－1点，「かなり易しい」－2点，「普通」一3点，「かなり難しい」－4点，  

「たいへん難しい」－5点に換算して，その平均を出した。   

これを見ると，日本語を外国人に教えることについても，外国人が日本語を習得する  

ことについても，「かなり難しい」，あるいは「たいへん難しい」を合わせると7割以上  

になり，ボランティア・チューターは，日本語教授や習得は難しいと考えていることが  

わかる。  

2）外国人にとっての日本語の困難度について   

まず表12は，ボランティア・チューターに，日本語における「聞く」「話す」「読む」  

「書く」の四技能について，それぞれの技能がどの程度難しいと考えているかを，「たい  

へん易しい」「かなり易しい」「普通」「かなり難しい」「たいへん難しい」の5段階で評  

価してもらったものである。  

表12 外国人にとって，日本語の四技能の難しさは  （人）  

たいへん かなり  

易しい  易しい  
普通  無回答合計平均点  

聞き剛は 0 5 ss 3.4 
（9．％，（％，（3％，（。．％，6．％）   

話すのは 0 5 88 3.5 
（5．％）（4％，（2％，（1％，6．％，   

読解は  O 5 88 4.0 
（％，（2％，（。％，（2％，（5．％，   

1  14  38  30  5  

（1．1％）（15．9％）（43．2％）（34．1％）（5．7％）  
書くのは   0  88   4．2   

四技能のうちでは，「聞く」と「話す」に関しては，「普通」と答えている学生が一番  

多い。それに対して，「読む」と「書く」については，「かなり難しい」と答えている学  
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生が多く，さらに「たいへん難しい」と答えた学生も多い。   

また，5段階評価の「たいへん易しい」から「たいへん難しい」まで1～5の点数を  

与えて集計すると，各技能の平均点は，「聞く」（3．4点）が最も低く，「書く」（4．2点）  

が最も高いという結果になった。   

本来，ある言語の特徴や難易度というものは，相対的な問題であり，断定することは  

できない。しかし，一般的に，日本語では発音は比較的存在する音素の数が少なく（乾，  

1998），その分単純だと言われている。また文字については，ひらがな，カタカナ，漢  

字と3種類の文字が存在するために，複雑な体系を持つと言われている。表12や，各  

技能の平均点を見てみると，ボランティア・チューターが考える日本語の4技能の難し  

さも，これに対応しているようである。   

次に，ボランティア・チューターの考える日本語の難しさをもう少し細かい項目で知  

るために，難しいと考えられる項目を自由記述で答えてもらう一方，発音，文私語嚢，  

漢字，敬語，会話の流れの6項目について，5段階の難易度で回答してもらった。   

自由記述では72名から回答を得，「読み書きを含む漢字」を挙げた者が一番多く29  

名いた（表13）。日本語には「ひらがな，カタカナ，漢字の3種類がある」ことを指摘  

したものが13名おり，漢字を含めると，半数以上のボランティア・チューターが文字  

の問題を日本語学習の困難な点として挙げたことになる。続いて，敬語（16名），助詞  

（12名）が多かった。  

表13 外国人にとって，日本語学習の困難な点（自由記述）  （人）  

漢字 （読み書き）敬語  

文字  

（3確ある）  

助詞 文法発音会話 言夕諾味その他無回答  

29  16  13  12  9  6  5  5  26  16   

5段階の難易度で回答してもらった6項目のうち，敬語，漢字を難しいと考えるもの  

が多く，「大変難しい」という回答が最も多く，「かなり難しい」を加えると，ほとんど  

すべての回答がこの中に含まれた（表14）。発音や会話の流れについては，「普通」とい  

う回答が最多であり，わずかであるが，「大変易しい」「かなり易しい」という回答もあ  

った。これは、表12で見たように，「聞く」「話す」という技能について，ボランティ  

ア・チューターはさほど難しいと捉えていないことと対応している。また，「文法」や  

「語彙」については，「普通」と「かなり難しい」という回答がほとんどを占めている。   

平均点で見ても，「漢字」と「敬語」が高く，反対に「発音」は最も易しいという評  
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価を受けていることになる。  

表14 外国人にとって，日本語の難しさは  （人）  

普通  無回答合計平均点  
たいへん かなり  

易しい  易しい   

6 88 3.2 発音は ¢．…％，（9．；％，（4£≡％，（2芸％）（3．…％）帖．…％，   
文法は  O 5 ss 3.7 

（4．％）（3％，（3％）（2％，（5．％，   

槻は  0  5 88 3.8 0（3ご…％，（4㌔言％）（1ニ喜％，6．…％，   
漢字は  0  O 5 88 4.5 

（2．％，（％，（5％，（5．％，   

0  O 敬語は   5 ss 4.6 
（3．％，（3％，（5％，6．％，   

会話の  1  3  52  21  6  5  

流れは （1．1％）（3．4％）（59．1％） （23．9％） （6．8％） 6．7％）  
88   3．3  

3）外国人と話すときに気をつけなければならない点について   

自由記述で，71名から回答を得た（表15）。「はっきり話す」ことに気をつけている  

者が一番多く，29名であった。「ゆっくり話す」（24名），「相手のレベルに合わせる」  

（15名），「正しい日本語（共通語）で話す」（14名）が，それに続いた。「方言で話さな  

い」という者が8名あったが，共通語を使うことと同じことを意味している。  

表15 外国人と話すときに気をつけている点（自由記述） （人）  

はっきり  ゆっくり 相手のレベル 正しい日本語  方言を   

話す  話す  に合わせる  を使う  使わない  

29  24  15  14  8  14  

Ⅳ．まとめ   

以上，ボランティア・チューターとして参加した学生のアンケート調査の結果につい  

て述べてきた。この結果から，この活動に参加しているボランティア・チューターの特  

徴として，次のようなことがわかった。  
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（1）ボランティア・チューターとして参加しているのは，女性が圧倒的に多い。また専   

門分野としては，文系が多い。  

（2）留学生と交流したいというような漠然とした動機よりも，すでに語学を教えた経験   

があるとか，将来教えたいなどの具体的なイメージや目的を持っている学生の方が，   

ボランティア・チューターの活動が長続きする傾向がある。  

（3）ボランティア・チューターは，外国人にとって，日本語の発音や会話などはさほど   

難しくないと考えているが，文字や敬語については難しいと考えている。ボランテ   

ィア・チューターは志望動機に「言葉に興味がある」と答えている学生が多いが，   

むやみに日本語が外国人にとって難しいと考えている訳ではなく，他の言語とも比   

較した上で，日本語を客観的に捉えているらしいことが窺われる。  

Ⅴ．おわりに   

今後は，ボランティア・チューターとして参加した学生に対して，この活動に参加し  

たことが学生生活の中でどのような意味を持ったのかについて，追跡調査をしたい。ま  

た，本稿で明らかになったことや，追跡調査の結果を参考にして，この活動を，留学生  

にとってだけではなく，ボランティア・チューターとして参加している日本人学生にと  

っても有益なものとできるよう，内容を改善していきたいと考えている。   
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【注】  

1）金沢大学留学生センター日本語研修コースは，第1期を1995年10月から開講し，現在の第7期に至る  

まで，6か月間の大学院予備教育としての日本語教育を行っている（1998年11月現在）。  

2）各期の活動の詳細は，金沢大学留学生センター日本語研修コース報告書（1996，1997，1998）参照の  

こと。  

3）金沢大学全体の学生数は，1998年現在，大学院生も含めて10243人である。そのうち女子学生は3252  

人一穴ーくゝ枕／Tlつ．こゝ／nl上→丸ナ，二乙／仝寸打★・′学rr為言モ毎虫L IQQ只庸＼ ヱ／n．－ レム】」こ宴うっ一よ、 †′nJ言＝；、ノー言・ノ      ノヽ ヽ・⊥rl‾）／ ） ノノ）／ ⊥l、‾p．ノ√」 ‾） ヽユ1∠－「′ヽノヽ了／Jノl「「け光′l「l  ⊥し′UU l′ 0  し 〉ノ ー、－ ′ノ ‾一ノ ■了 ′し ヽ U） ■－－・Vノ′寸■ ノ ーr ／ ‾l   

ア・チューターに参加する女子学生の比率は大きいということがわかる。  

4）ボランティア・チューターだけのミーティングで，話をしていると留学生の方がずっと大人に思われて，   

ギャップを感じることがある，という意見が数度出た。  

5）ここでの検定に1期は含めていない。  
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AS餌dyonJapameseVolⅧmteer恥1もorsHelpingIm監erna鮎malS血den亀s  

NozomiFukasawa andTakaoOkazawa   

ABSTRACT JapanesestudentshavebeenhelpinglnternationalstudentslearnJapanese  
intheintensivecourseforbeginnersatKanazawaUniversityasvolunteertutors．A  

questionnairewascirculatedamOngthesevolunteertutorsinordertoclarifytheirpersonal  
Characteristics，mOtivations，andviewsonJapaneseasaR）relgnlanguage・ThreemainpolntS  

becameclearfromthesurvey：（1）thepercentageofwomenstudentsandstudentsm再oring  

inhumanitiesarehigh；（2）studentswhohaveexperienceteachinglanguages，OrWhointend  

tobecomelanguageteacherstendtocontinueparticipatingasvolunteertutors；（3）volunteer  

tutorsdonotthinkthatJapanesepronunciationandconversationaredifncult，buttheydo  
believethatChinesecharacters andhonorificexpressionsaredifficultforinternational  

studentstolearn．  
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日本人ボランティア・チューターの意識調査 （深澤・岡澤）  

（資料）  

金沢太学留学生センター  

日本人学生ボランティアーチューター アンケート  

留学生センターのボランティア・チューターに応募していただき、ありがとうございます。   

今期の活動の参考のために、アンケートにご協力お願いいたします。また、ご意見やご感想など何でも  

おきかせください。  

氏名  

学部、専攻、学年  

1．出身地はどこですか。  

1－1（  ）県 1－2 （  ）市   

2．ボランティア・チューターに応募した動機は何ですか。○をつけてください。（複数回答可）  

2a （ ）言葉に興味がある  

2a－1（ ）言語一般に  

2a－2（ ）日本語。日本語を教えることに  

2a－3（ ）特定の言語に（  請）  

2a－4（ ）英語の練習に  

2b （ ）留学生と交流したい  

2c （ ）自分も留学したい  

2d （ ）「異文化体験」という表現に心ひかれて  

2e （ ）このコースの日本語の授業を見てみたいと思って  

2f （ ）何となく  

2g （ ）その他   

3．外国語ができる人は、自分のレベルを自己判定して○をつけてください。  

3－1（  ）簿  

3－2 レベル（  ）（下の5～0から選んでください）  

5：普通のネイティブスピーカーと同じ程度  

4：かなり高度な内容について話し、書くことができる  

3：日常会話より少し高度な程度ならできる  

2：日常会話程度  

1：サバイバル程度  

0：ゼロか、「こんちちわ」や「ありがとう」が言えるだけ  

4．海外に住んだ経験はありますか。  

4－a  （ ）はい  4－b 国名（  
（   ）いいえ  

5．外国人の友人はいますか。  

5－a （ ）はい   5－b 国名（  
（   ）いいえ  

） 4－C 期間（  か月）  

国人） 5－C 人数（  人）   
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6．外国人の先生に外国語を習ったことがありますか。  

6－a （ ）はい  6－b 言語名（  

（  ）いいえ  

詩） 6－C 期間（  か月）  

7．外国語（外国語としての日本帯を含む）を教えた経験がありますか。  

7－a （  ）はい  7－b 言語名（  請） 7－C 期間（  か月）  

7－d 頻度（遇に  回）  7－e 生徒の国（  

7－f 生徒のレベル（1．初級  2．中級  3．上級）   

（   ）いいえ  

8．将来、外国語（日本語を含む）を教えてみたいですか。  

8－a （  ）はい 8－b 言諦名（  請）  

8－C （1ノ1－トタイム  2．フルタイムで本職として）   

（   ）いいえ  

9．日本語を教える方法などを勉強したことがありますか。   

（   ）はい   

（  ）いいえ   

以下は、外国語としての日本語について、現時点であなたがどう思うかを答えてください。  

1から5までの数字で答えてください。  

1．大変やさしい 2．かなりやさしい  3．普通 4，かなり難しい  5．大変難しい  

10．日本語を外国人に教えるのは、一般的に言って（ ）  

11．日本語の習得は外国人にとって（ ）  

12．外国人にとって、日本語技能の中で  

12－1 聞き取りは？ （ ）  

12－2 話すのは？  

12－3 読解は？  

12－4 書くのは？  

13．外国人にとって  

13－1発音は（イントネーションも含む）？（ ）  

13－2 文法は？  （ ）  

13－3 語彙は？  （ ）  

13－4 漢字は？  （ ）  

13－5 敬語表現は？ （   ）  

13－6 会話の流れは？（ ）  

14．外国人にとって日本語学習の際に、最も困難な点は何だと思いますか。   

15i札屈人声R太き喜で託甘♪貴lγ ダんわアシ乙丁告あ・「けスペ卓ナビ十日い車すネ1   

16．このボランティアの活動を通じて、何かを得ることを期待していますか。それは何ですか。   

もしよければ書いてください。   

17．この活動の実施の方法について希望があれば香いてください。  
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